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時折春めいたやさしい陽気がさす中、平成１５年泉南市成人記念祭が行われ、泉南市で

は８１０人（女性３９６人・男性４１４人）が、めでたくこの日をむかえました。会場と

なった文化ホールには、式典開始約一時間前から大勢の新成人たちが集合、懐かしい友人

たちとの再会や記念撮影を楽しんでいました。

泉南市の成人記念祭は、数年前から新成人自らが企画・運営に参画する実行委員会を組

織し、手づくりの成人記念祭として開催されています。恒例となった「新成人の主張」で

は、今年も社会人としての決意や抱負などが力強く語られていました。 （１月１３日）

それぞれが「二十歳
は た ち

」の門出



3

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。」「
人
権
だ
け
で
な

く
、
す
べ
て
の
命
の
生
き
る
権
利
を
考
え
よ

う
。」「
が
ん
ば
り
の
限
界
は
人
に
よ
っ
て
ち

が
う
。
後
ろ
向
き
に
な
る
こ
と
も
必
要
。」
な

ど
が
そ
の
一
部
で
、
私
た
ち
が
ふ
だ
ん
何
気

な
く
生
活
し
て
い
る
中
で
、
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
を
多
く
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
声
】

▼
と
て
も
お
話
が
わ
か
り
や
す
く
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。
自
然
体
で
い
る
こ
と
の
大
切

さ
と
む
ず
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
改
め
て

自
分
自
身
を
見
直
す
い
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。（
四
〇
代
・
女
性
）

▼
人
間
が
一
番
、
自
然
が
二
番
と
い
う
意
識

の
ま
ち
が
い
。
す
べ
て
の
命
あ
る
物
の
生
き

る
権
利
の
認
識
と
い
う
言
葉
が
一
番
深
く
心

に
残
っ
た
。
本
当
に
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思

う
。（
五
〇
代
・
女
性
）

▼
先
入
観
を
持
た
ず
、
本
質
を
見
極
め
る
目

を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。（
四
〇

代
・
男
性
）

▼
ふ
だ
ん
考
え
つ
か
な
い
自
然
の
大
切
さ
、

自
分
の
生
活
環
境
を
も
う
一
度
見
な
お
す
講

演
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
自
然
な
生

き
方
、
も
っ
と
自
然
な
人
間
と
し
て
の
考
え

方
、
未
来
に
残
す
習
慣
、
住
環
境
を
大
切
に

し
た
い
。（
六
〇
代
・
男
性
）

▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
内
線
二
三
七
）

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
平
田
政
美
さ
ん

平
成
十
五
年
一
月
一
日
付
で
、
平
田
政

美
さ
ん
が
新
し
く
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁

護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
平
田
さ
ん

は
、
人
権
相
談
等
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
身

近
な
相
談
役
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
。

▼
氏
名
＝
平
田
政
美

ひ
ら
た
ま
さ
よ
し

さ
ん
▼
住
所
＝
新
家

二
七
八
七
番
地
七
〇
▼
電
話
番
号
＝
(82)
７

１
２
５
▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
内
線

二
三
七
）

春の泉南市女性問題講座にひきつづき、井上は

ねこさんと再び「メディアと女性」について、パ

ネルディスカッションを開催します。

▼と　き＝３月７日(金) 午前10時～正午

▼ところ＝樽井公民館・１階会議室

▼講　師＝井上はねこさん（メディアとコミュニ

ケーション研究室amie）

▼定　員＝40人（先着順）

▼参加費＝無料

▼一時保育＝無料。但し、事前申込みが必要です。

対象は１歳以上就学前児で定員は10人（先着順）

▼申込み＝２月５日(水)～２月20日(木)（必着）

までに、ファクス、電子メールまたは電話で、住

所、氏名、電話・ファクス番号、メールアドレス、

一時保育を希望する方はこどもの名前（ふりが

な）、生年月日を記入の上、いまなろ会事務局

（・ f a x ( 8 3 ) ０３９６／ eメールアドレス

imanaro@yahoo. co.jp）へ

▼その他＝▽講座終了後に井上さんとの昼食会も

あります（参加費は1000円）▽この事業は「男

女共同参画地域社会づくり支援事業」の一環で、

(財)大阪府人権協会と協働で開催します。

▼問合せ＝人権啓発課（内線237）

男女共同参画社会づくりのために、女性問題講座特
別編として、市民への啓発の場でリーダーとなって活
動していただく方を養成する講座を開催します。
泉州地域９市４町が協力して作成したハンドブック

「ジェンダーフリー相談室」を活用しながら、参加体
験型ワークでの講師に必要とされるノウハウを学びま
せんか。さあ、あなたもジェンダーにとらわれない社
会をめざす活動を一緒にはじめましょう。
▼とき・内容＝次表のとおり

※時間はいずれも午前10時～正午

▼ところ＝人権ふれあいセンター（樽井９の16の２）

▼参加費＝無料
▼定　員＝30人（先着順）※
但し、第１講座のみ50人
▼講　師＝荒金雅子

あらがねまさこ

さん（Ｎ
ＰＯ女性と仕事研究所主任研
究員）
▼一時保育＝事前申込みが必
要です。対象は１歳以上の未
就学児で保険代として450円が
必要です。定員は12人（先着順）
▼その他＝▽手話通訳あり（事前申込みが必要です）
▽１講座のみの受講もできます
▼申込み＝２月４日(火)～２月18日(火)までに、電
話・ファクスまたはハガキに住所、氏名、電話番号、
一時保育を希望する場合はこどもの名前（ふりがな）、
生年月日。手話通訳希望（希望する場合）を明記の上、
〒590－0592（住所不要）泉南市役所人権啓発課
（(83)０００１・内線237／fax(83)９７２４）へ
▼問合せ＝人権啓発課（内線２３７）

ジェンダーフリー・リーダー養成講座に参加しませんか

�２月25日� 

月　日 内　容 

�３月４日� 

�３月11日� 

�３月14日� 

講師によるプレゼンテーションを見て技術を学ぶ 

講義のポイント～活用の手引きを使って～ 

プレゼンテーションの方法 

実践～やってみようプレゼンテーション～ 

荒金雅子さん

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

85－0119
82－6551
83－5875
82－7615
82－1000
82－7767
82－7766
84－3500
83－6447
83－4361
83－9314
83－9264
83－9270

85－0707

83－6789

記事中の問い合わせ

内線番号が書かれたものは、

市役所（83－0001）へ

その他については、下記へ
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□それぞれが

二十歳の門出 …1

□人権週間「市民の集い」

を終えて‥　　　…2～3

□情報ＢＯＸ　　　…4～9
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…10～15

□健康コーナー …16～17
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…18～19

□ふるさと歴史紀行　…20

泉南市の人口（12月末現在）
人口‥‥‥‥65,257人
男‥‥‥31,846人
女‥‥‥33,411人

世帯数‥‥23,103世帯

去
る
十
一
月
二
十
八
日(

木)

に
文
化
ホ
ー
ル

に
お
い
て
２
０
０
２
人
権
週
間「
市
民
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
、
講
師
に
女
優
の
高
木
美
保
さ
ん

を
お
招
き
し
、「
自
然
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
当
日
は
、
三
五
〇
人
を
超
え
る
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
自
然
や
環
境
に
つ
い
て
考

え
る
有
意
義

な
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し

た
。高

木
さ
ん

は
四
年
前
、

自
然
と
共
に

あ
る
暮
ら
し

を
求
め
て
、

東
京
都
か
ら

栃
木
県
の
那

須
高
原
に
住
ま
い
を
移
し
、
現
在
は
農
業
に
従

事
し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
出
演
や
講
演
、
執
筆
活

動
と
い
う
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、
ご
自
身
の
女
優
と
し
て

の
経
験
や
人
と
の
出
会
い
の
中
で
知
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
那
須
で
の
暮
ら
し
な
ど
か
ら
、
高

齢
者
の
介
護
の
問
題
、
障
害
者
問
題
、
環
境
問

題
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
都
会
の
人
々
は
、
田
舎
の
人
々
の
イ
メ
ー

ジ
を
気
づ
か
な
い
う
ち
に
作
り
上
げ
、
決
め
つ

け
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
健
常
者
は
障
害
者

の
、
介
護
者
は
高
齢
者
や
患
者
の
イ
メ
ー
ジ
を

知
ら
な
い
う
ち
に
作
り
上
げ
、
決
め
つ
け
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
人
も
人
間
ら
し
く
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

決
め
つ
け
を
や
め
よ
う
。」「
地
球
が
あ
っ
て
く

れ
て
こ
そ
、
自
然
が
あ
っ
て
く
れ
こ
そ
人
間
は

２２
００
００
２２
・・
人人
権権
週週
間間

市市
民民
のの
集集
いい
をを
終終
ええ
てて
‥‥

民衆の生活の中で育まれ、語り継が

れてきた伝承文化・伝承芸能は、私た

ちの祖先が残してくれた貴重な財産で

す。泉南市においても地域独特の盆踊

りや唄が今日まで踊り、唄い継が

れています。この貴重な

伝承文化に触れること

により、民衆の持つ

願いやその美しさ

に理解を深め、次

代を担う子どもた

ちへ継承し、発展

させていくことがで

きれば‥との願いを込

めて、泉南市伝承文化フォ

ーラム２００３を開催します。

多数の市民の皆さまのご参加をお待

ちしております。

▼と　き＝３月８日�午後１時半～４

時半

▼ところ＝文化ホール

▼出演（予定）＝▽新家上村かけや保

存会「上村かけや節」

▽新家中村きね地蔵講「新家の子

守唄」

▽男里郷土芸能保存会

「男里ソーレーサー」

▽樽井ソーレーサ

愛好会「樽井ソー

レーサ」

▽鳴滝盆踊り保存

会「鳴滝ソーレンサ」

▽信達さんや踊り「信

達さんや」

▼指導・助言・講演＝乾武俊
いぬいたけとし

さん（伝承文化研究家）

▼申込み＝事前申込みは不要です

▼問合せ＝人権啓発課（内線２１２）



▼
と
き
＝
一
、
二
月
十
五
日(

土)

二
、

三
月
五
日(

水)

三
、
三
月
十
五
日(

土)

※
一
、
三
、
は
午
前
十
一
時
〜
十
一

時
五
十
分
二
、
は
午
後
四
時
〜
四
時

半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

内
容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の
楽
し

い
読
み
聞
か
せ
会
で
す
▼
対
象
＝
小

学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
五
〇
人

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー

▼
と
き
＝
一
、
二
月
十
五
日(

土)

二
、

三
月
十
五
日(

土)

午
前
十
時
〜
十
一
時

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
十
八
歳
以
上
の
方
で
、
こ
ど
も

に
本
な
ど
を
読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼

定
員
＝
一
五
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
昔
の
方
法
で
、
石
を
割
っ
て
矢
じ

り
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
二
月
十
六
日

(

日)

午
後
一
時
〜
四
時

▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博

物
館
▼
対
象
＝
小
学
三

年
生
以
上
の
方
（
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）
※

大
人
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
▼
参

加
費
＝
四
五
〇
円
（
保
険
代
）
▼
定

員
＝
一
〇
組
（
先
着
順
）
▼
申
込

み
＝
二
月
一
日(

土)

以
降
に
、
直
接
古

代
史
博
物
館
へ
▼
問
合
せ
＝
古
代
史

博
物
館
（
(83)
６
７
８
９
）

▼
と
き
＝
二
月
十
五
日(

土)

午
後
一
時

半
開
場
、
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文

化
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝
ぼ
く
ら
の
ふ
し

ぎ
な
七
日
間
（
劇
団
潮
流
）
▼
対

象
＝
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員
＝
五
〇
〇
人
（
全
席
自
由
・

先
着
順
）
▼
入
場
料
＝
無
料
※
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
▼
入
場
整
理
券

の
配
布
＝
一
月
二
十
八
日(

火)

か
ら
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
樽
井
八
の
一
三
の

一
八
）、
市
役
所
教
育
委
員
会
学
務
課
、

文
化
ホ
ー
ル
で
配
布
し
て
い
ま
す
▼

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

あ
い
ぴ
あ
泉
南
で
は
、
知
的
障
害

者
の
方
を
対
象
に
し
た
、
初
心
者
の

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
文
書
作

成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
学
習
し
ま

す
。

▼
と
き
＝
二
月
十
七
日(

月)

、
十
九
日

(

水)

、
二
十
一
日(

金)

、
二
十
四
日

(

月)

、
二
十
六
日(

水)

、
二
十
八
日

(

金)

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
〜

四
時
（
全
六
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
療

育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
▼
定
員
＝
五

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込

み
＝
二
月
十
日(

月)

（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
と
生
年
月
日
を
記
入
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

一
の
八
の
四
七
・
あ
い
ぴ
あ
泉
南
・

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
希
望
係
へ
▼
問
合

せ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
あ
い
ぴ
あ
泉

南
(85)
０
７
０
７
／
fax
(85)
０
９
０
９
）

環
境
に
や
さ
し
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
、
今
注
目
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
活
用
に
つ
い
て
学
び
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き
＝
二
月
十
八
日(

火)

午
前
十
一

時
〜
（
十
時
五
十
分
に
市
役
所
玄
関

に
集
合
）
▼
と
こ
ろ
＝
八
尾
市
立
北

山
本
小
学
校
▼
参
加
費
＝
無
料
（
昼

食
代
は
各
自
負
担
）
▼
定
員
＝
三
〇

人
（
先
着
順
）
▼
そ
の
他
＝
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
ご
質
問
の

あ
る
方
は
申
込
み
時
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
二
月

五
日(

水)

か
ら
、
お
電
話
で
地
域
振
興

課
（
内
線
五
八
三
）

親
子
で
金
剛
山
に
登
り
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
二
月
二
十
二
日(

土)

午
前
八
時

半
〜
午
後
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
金
剛
山
▼
対

象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員
＝
親
子
で
五
〇
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円
▼
申
込

み
＝
二
月
十
四
日(

金)

（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
（
親
子
）
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
・
組
を
記
入
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
一
・
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三

の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
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太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
学
び
ま
せ
ん
か

体
験
！
古
代
人

石
の
や
じ
り
を
作
ろ
う

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー

演
劇
鑑
賞
会

知
的
障
害
者
の
た
め
の

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

青
少
年
セ
ン
タ
ー

金
剛
山
・
耐
寒
登
山

泉
南
楽
し
い
な

読
書
会
を
開
催
し
ま
す

津軽三味線界の親子鷹が華麗で、繊細な

音色を奏でる音容優美な演奏会です。ふる

って、ご来場ください。

▼と　き＝２月２２日(土)

午後１時半開場、２時開演

▼ところ＝文化ホ

ール（全席自由席）

▼出演者＝新田弘
にったひろ

志
し

さん・新田昌弘
にったまさひろ

さん

▼入場料＝▽一

般／前売り1,500円

（当日2,000円）

▽割引／前売り

1,000円（当日1,500

円）

※割引対象は高校

生以下、60歳以上、

障害者及びその介

護者

▼チケット販売＝

現在、文化ホール

にて好評発売中で

す。

※販売時間は午前９時～午後５時

※月曜日、祝日は休館日のため除きます

▼問合せ＝文化ホール（(82)７７６７）

新田昌弘さん

新田弘志さん

泉
南
市
絵
本
と
お
は
な
し
の
会
で

は
、
こ
ど
も
に
本
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
大
人
に
何
が
で

き
る
か
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き
＝
二
月
六
日(

木)

午
前
十
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴

覚
室
▼
対
象
＝
こ
ど
も
た
ち
の
読
書

環
境
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
大
人
▼

講
師
＝
西
野
豊
子

に
し
の
と
よ
こ

さ
ん
（
め
だ
か
文

庫
主
宰
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定

員
＝
四
〇
人
（
先
着
順
）
▼
申
込

み
＝
お
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
泉

南
市
絵
本
と
お
は
な
し
の
会
事
務
局

（
・
fax
(74)
７
４
２
６
）
へ
▼
問
合
せ
＝

図
書
館

毎
月
第
二
土
曜
日
は
、
お
は
な
し

ひ
ろ
ば
の
日
！
ろ
う
そ
く
を
と
も
し

て
、
い
ろ
ん
な
昔
話
を
語
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
お
は
な
し
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
二
月
八
日

(

土)

▽
ち
い
さ
い
こ
の
じ
か
ん
（
午
後

二
時
半
〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二

年
生
以
下
）
▽
お
お
き
い
こ
の
じ
か

ん
（
午
後
三
時
〜
三
時
半
で
小
学
二

年
生
以
上
）
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二

階
視
聴
覚
室
▼
定
員
＝
各
回
先
着
四

十
人
（
途
中
か
ら
の
出
入
り
は
不
可
）

▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
第
一
、

三
、
四
土
曜
日
の
午
後
二
時
半
〜
三

時
半
、
同
場
所
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま

す
（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は

不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

▼
と
き
＝
二
月
八
日(

土)

〜
二
十
八
日

(

金)

の
期
間
の
毎
週
▽
水
曜
日
は
午
後

五
時
〜
七
時
▽
金
曜
日
は
午
後
四
時

〜
六
時
▽
土
曜
日
は
午
前
十
時
〜
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
費
用
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
使
用
す

る
日
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
一
、
二
月
八
日(

土)

二
、
三

月
八
日(

土)

の
午
前
九
時
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
市
内
野
鳥
観
察
ス
ポ
ッ
ト
▼

対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
▼
定

員
＝
各
三
〇
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
も
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
楽
し
く
ケ
ー
キ
や
ク
ッ

キ
ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
二
月
九
日(

日)

午
後
一
時
〜

四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
・
調

理
室
▼
内
容
＝
ク
ッ
キ
ー
、
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
を
作
り
、
試
食
し
ま
す
▼

対
象
＝
中
学
一
年
生
以
上
の
方
▼
参

加
費
＝
五
〇
〇
円
▼
定
員
＝
一
六
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
二
月
七
日(

金)

ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
樽
井
公
民
館

（
(83)
４
３
６
１
／
fax
(83)
４
３
８
０
）

あ
な
た
も
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
二
月
十
五
日(

土)

午
前
十
時
半

〜
午
後
三
時
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ
ろ
＝

泉
南
市
堀
河
▼
活
動
内
容
＝
森
づ
く
り

（
除
伐
・
植
裁
の
準
備
）
▼
集
合
＝
紀
泉

ふ
れ
あ
い
自
然
塾
駐
車
場
（
堀
河
ダ
ム
奥
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
弁
当
、
水

筒
、
雨
具
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装
、

軍
手
等
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で(

財)

大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ

ス
ト
協
会
（
０
６
・
６
２
６
０
・
３
５
８

０
／
fax
０
６
・
６
２
６
０
・
３
５
８
１
）

堀
河
の
森
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
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こ
ど
も
の
読
書
環
境
を

豊
か
に
と
願
う
講
演
会

図
書
館
・
土
曜
お
は
な

し
ひ
ろ
ば
の
お
知
ら
せ

友
だ
ち
・
家
族
で

卓
球
を
楽
し
も
う
！

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

お
菓
子
づ
く
り
講
座

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

83－0001
82－7766
82－1000
83－4361
82－7767
83－6789
84－3500

泉南市スポーツ少年団では、次のとおり

団員を募集しています。

▼種　目＝一、バレーボール二、バドミン

トン三、ソフトテニス四、サッカー五、卓

球六、陸上競技七、剣道八、柔道九、少林

寺拳法十、トランポリン十一、軟式野球十

二、スポーツチャンバラ十三、ソフトボー

ル十四、相撲十五、レクリエーションクラ

ブ十六、空

手 道 十 七 、

硬式野球

▼入団費＝3,350円（スポーツ傷害保険・登

録料、各競技協会指導育成委託料、少年団

本部費）

▼申込み方法＝所定の用紙に必要事項を記

入の上、入団費を添えて申し込んでくださ

い

▼申込み期間＝２月２日(日)～28日(金)の各

日午前９時～午後５時（市民体育館は月曜

日午後、火曜日は休館。２月11日は開館、

12日、13日、16日は休館）

▼申込み先＝▽八、北岡和明（(82)８４２１）

▽九、松下邦義（(84)０４５３）▽十一、泉

南スポーツ社（(83)４６５３）▽十二、有朋

館（(83)２７４７）▽十七、泉南スポーツ社

（(83)４６５３）・殿井俊成（(84)１５０

８）・市民体育館▽八、九、十一、十二、

十七、以外は市民体育館へ※サッカー低学

年（１年～

３年生）は

２月23日(日)

午前10時半から、りんくう公園広場で受付

を行います（保護者同伴のこと）

▼その他＝▽種目によっては、入団費以外

に活動費を徴収する場合あり▽スキー講習

会参加対象は小学５年生以上です▽種目に

よっては学年等により、練習場所を変更す

る場合あり▽種目は１人につき１種目です

▼問合せ＝市民体育館（(82)１０００）

スポーツ少年団の団員を募集スポーツ少年団の団員を募集



日(

月)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、「
泉
南
府
民
セ
ン
タ
ー
・

園
芸
講
習
会
受
講
希
望
」
と
明
記
の

上
、
〒
五
九
六
・
〇
〇
七
八
岸
和
田

市
野
田
町
三
の
一
三
の
二
・
大
阪
府

泉
州
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
fax
０
７
２
４
・

(39)
０
３
１
４
）
へ
▼
問
合
せ
＝
同
普

及
セ
ン
タ
ー
（
(39)
０
１
６
７
）

人
形
づ
く
り
か
ら
簡
単
な
人
形
劇

ま
で
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
三
月
一
日(

土)

、
八
日(

土)

、

十
五
日(

土)

、
二
十
二
日(

土)

午
後
一

時
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上
で
人
形

劇
を
始
め
て
み
た
い
方
▼
定
員
＝
一

五
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参

加
費
＝
一
〇
〇
〇
円
（
材
料
費
）
▼

申
込
み
＝
二
月
十
四
日(

金)

（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年

セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー

▼
と
き
＝
一
、
三
月
八
日(

土)

午
前
九

時
〜
午
後
五
時
二
、
三
月
九
日(

日)

午

前
九
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
信

達
公
民
館
▼
内
容
＝
▽
ク
ラ
ブ
、
講

座
、
市
民
団
体
に
よ
る
作
品
展
示
、

演
技
発
表
▽
お
茶
席
（
八
日
午
前
十

時
〜
午
後
三
時
）
▽
バ
ザ
ー
（
八
日

午
後
一
時
〜
）
▽
コ
ー
ラ
ス
、
詩
吟
、

わ
ら
べ
う
た
、
謡
曲
な
ど
の
演
技
発

表
（
九
日
午
後
一
時
〜
）
▼
問
合

せ
＝
信
達
公
民
館
（
(83)
９
２
６
４
）

海
辺
の
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、

歩
く
こ
と
の
楽
し
さ
、
す
ば
ら
し
さ

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
三
月
九
日(

日)

▼
コ
ー
ス
＝

尾
崎
お
ざ
き

駅
〜
尾
崎
町
〜
西
鳥
取

に
し
と
っ
と
り

漁
港
〜

下
荘

し
も
し
ょ
う

漁
港
〜
せ
ん
な
ん
里
海
公
園

〜
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
七
�
）
▼
対

象
＝
ご
家
族
や
そ
の
他
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
▼
参
加
費
＝
▽
大

人
・
五
〇
〇
円
▽
こ
ど
も
・
三
〇
〇

円
（
※
記
念
品
・
保
険
代
含
む
）
▼

定
員
＝
三
〇
〇
人
（
先
着
順
）
▼
そ

の
他
＝
ゴ
ー
ル
の
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ク
ル
ー
ザ
ー
、
カ
ッ
タ
ー
ボ
ー

ト
の
試
乗
会
や
海
鮮
味
噌
汁
の
サ
ー

ビ
ス
等
が
あ
り
ま
す
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
(94)
１
８
１
１
）

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
世
界
的
に
名

声
の
あ
る
ド
イ
ツ
製
ス
タ
イ
ン
ウ
エ

イ
（
ピ
ア
ノ
）
と
他
の
楽
器
や
歌
と

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
の

参
加
（
ピ
ア
ノ
の
み
）、
グ
ル
ー
プ
で

の
参
加
も
で
き
ま
す
。
文
化
ホ
ー
ル

の
舞
台
で
あ
な
た
の
実
力
を
試
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ふ
る
っ
て
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
二
日(

土)

午
前
十

時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ

ー
ル
（
入
場
無
料
）
▼
応
募
資
格
＝

市
内
在
住
の
小
学
四
年
生
以
上
の
人

（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、
メ
ン
バ
ー
の
中

に
泉
南
市
内
在
住
の
方
が
い
れ
ば
可

と
し
ま
す
）
▼
定
員
＝
三
十
組
▼
参

加
費
＝
一
人
に
つ
き
五
〇
〇
円
▼
申

込
み
＝
二
月
十
二
日(

水)

〜
三
月
二
日

(

日)

の
各
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
に
文

化
ホ
ー
ル
（
図
書
館
二
階
事
務
所
）

ま
で
（
月
曜
日
は
除
く
）
▼
そ
の

他
＝
一
グ
ル
ー
プ
は
五
人
ま
で
▼
問

合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
後
六
時
〜
七
時
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
小
学
生

レ
ベ
ル
の
日
本
語
▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
以
前

外
国
に
暮
ら
し
て
い
た
青
少
年
及
び
外
国
人
の

子
ど
も
（
い
ず
れ
も
中
学
生
ま
で
）
▼
定
員
＝

二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

一
〇
〇
〇
円
程
度
▼
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

参
加
者
及
び
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
・
組
を
記

入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
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ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
を

演
奏
し
ま
せ
ん
か

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
て
の
人
形
劇

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

大
阪
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ー

チ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

信
達
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

泉南地域広域行政推進協議会（岸和田市以南５市３町

で構成）では、泉南地域の観光資源を再発見し、清掃活

動を通じて、環境美化について理解を深めてもらおうと

泉南広域エコウォークラリー～春のせんなんを歩こう～

を開催します。

一、熊取・貝塚コース・・・・・・

▼とき＝３月15日(土)午前９時半～午後３時（雨天の場

合は３月16日(日)に順延）▼コース＝ＪＲ熊取駅（スタ

ート）～くまとり駅前公園（集合）～重要文化財中家住

宅（見学）～京都大学原子炉実験所（環境学習・昼食※

各自持参）～長池オアシス公園～水間公園（解散）の約

10キロ

二、阪南・岬コース・・・・・・

▼とき＝３月29日(土)午前９時～午後２時（雨天の場合

は３月30日(日)に順延）▼コース＝南海箱作駅（集合）

～せんなん里海公園（環境学習・清掃活動）～みさき公

園（昼食※各自持参）～長松海岸～南海みさき公園駅

（解散）の約11キロ

▼一、二、参加費＝無料▼一、二、定員＝一、は200人

二、は300人（多数の場合は抽選）▼一、二、申込み＝

２月27日(木)（当日消印有効）までに、往復ハガキまた

は電子メールで参加者全員の氏名、住所、代表者の氏名、

電話番号、参加希望コース（熊取・貝塚コースまたは阪

南・岬コース）、返信用ハガキにご自分の宛名を明

記の上、〒599－0292（住所不要）阪南市役所企

画課内・泉南地域広域行政推進協議会事務局

（kikaku@city.hannan.osaka.jp）まで

▼一、二、問合せ＝政策推進課（内線287）

春のせんなんを歩こう！泉南広域エコウォークラリー
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泉
南
市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の
開

放
を
実
施
し
ま
す
。
保
育
所
や
幼
稚

園
に
通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
保

育
所
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

子
育
て
相
談
も
お
受
け
し
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝

一
、
信
達
保
育
所
・
二
月
十
二
日(

水)

（
(83)
４
６
４
２
）
二
、
樽
井
保
育
所
・

二
月
十
二
日(

水)

（
(82)
０
０
７
４
）
三
、

浜
保
育
所
・
二
月
十
八
日(

火)

（
(84)
２

６
６
０
）
四
、
鳴
滝
第
一
保
育
所
・

二
月
十
八
日(

火)

（
(83)
４
０
４
１
）
五
、

ち
び
っ
こ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育
所

内
の
遊
戯
室
、
所
庭
）
・
二
月
十
二

日(

水)

、
二
十
六
日(

水)

（
(84)
３
３
７

１
）
▼
開
放
時
間
＝
一
、
三
、
五
、

は
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
二
、
四
、

は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

(

社)

泉
南
青
年
会
議
所
で
は
、「
こ

ど
も
一
一
〇
番
の
家
」
の
旗
を
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
周
知
し
、
掲
出
に

ご
協
力
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
と
お
り
安

全
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き
＝
二
月
二
十

日(

木)

午
後
七
時
〜

九
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
阪
南
市
文
化
セ

ン
タ
ー
（
サ
ラ
ダ
ホ
ー
ル
）
▼
対

象
＝
現
在
運
動
に
参
加
い
た
だ
い
て

い
る
方
及
び
新
た
に
運
動
に
参
加
し

て
み
よ
う
と
お
考
え
の
方
▼
申
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
六
の
二

二
の
三
・(

社)

泉
南
青
年
会
議
所
・
こ

ど
も
一
一
〇
番
の
家
係
へ
▼
問
合

せ
＝(

社)

泉
南
青
年
会
議
所
（
(83)
５
９

２
５
）

泉
南
市
を
訪
れ
る
人
々
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
二
月
二
十
二
日(

土)

午
後
〇

時
半
（
Ｊ
Ｒ
和
泉
鳥
取
駅
改
札
に
集

合
）
〜
四
時
（
雨
天
決
行
）
▼
内

容
・
コ
ー
ス
＝
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
・
Ｊ
Ｒ
和
泉
鳥
取

い
ず
み
と
っ
と
り

駅
〜
Ｊ
Ｒ
山
中

や
ま
な
か

渓だ
に

駅
▼
対
象
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
と
し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
方

（
市
内
・
外
は
問
わ
な
い
）
▼
講
師
＝

松
原
右
樹

ま
つ
ば
ら
ま
れ
き

さ
ん
（
府
立
泉
陽
高
校
教

諭
）
▼
参
加
費
＝
無
料
（
交
通
費
は

各
自
負
担
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

二
月
十
五
日(

土)

ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
�
受
講
希
望

と
明
記
の
上
、
樽
井
公
民
館
（
(83)
４

３
６
１
／
fax
(83)
４
３
８
０
）

▼
と
き
＝
三
月
一
日(

土)

午
後
一
時
〜

三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
府
立
砂
川
厚
生

福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
講
師
＝
北
野
満
喜

き
た
の
ま
き

代よ

さ
ん
▼
定
員
＝
二
十
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
五
〇

〇
円
（
材
料
代
含
む
）
▼
申
込
み
＝

二
月
十
七
日(

月)

（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇

五
二
五
泉
南
市
馬
場
三
丁
目
一
五
六

六
・
大
阪
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン

タ
ー
こ
ん
ご
う
寮
陶
芸
教
室
へ
▼
問

合
せ
＝
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ

ー
こ
ん
ご
う
寮
（
(82)
２
８
８
２
）

健
康
な
野
菜
づ
く
り
の
た
め
、
堆

肥
の
や
さ
し
い
作
り
方
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き
＝
三
月
六
日(

木)
午
後
一
時
半

〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
府
民
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
（
岸
和
田
市
野
田
町
三

の
一
三
の
二
）
▼
対
象
＝
大
阪
府
内

在
住
者
▼
テ
ー
マ
＝
健
康
な
野
菜
を

作
る
土
づ
く
り
〜
野
菜
作
り
の
た
め

の
堆
肥
の
や
さ
し
い
作
り
方
な
ど
〜

▼
定
員
＝
一
〇
〇
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
申
込
み
＝
二
月
二
十
四

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
養
成
講
座
�

府
民
陶
芸
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

春
季
園
芸
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

保
育
所
で

遊
び
ま
せ
ん
か
？

こ
ど
も
の
安
全
を
守
る

安
全
講
習
会

子育てって楽しいこともあるよね。でも、しんどい‥。

子育ての中だけで過ごしていると、果てしない時間の中に

自分を置いているようです。でも、そんなことを考えてい

るのは私だけ？ほんのちょっと、足を踏み出してみよう！

新しい仲間が見つかるかもしれません。さあ、一緒にはじ

めてみませんか。

▼と　き＝３月13日(木)午前10時～午後０時半

▼ところ＝樽井公民館

▼内　容＝一、第１部・基調講演「みんなで元気な子育て

しませんか」▽講師は汐見稔幸
しおみとしゆき

さん（東京大学大学院教育

学研究科教授）

二、第２部・パネルディスカッション「子

育てサークルって何？わたしたち、こんな

ことやってます」▽コーディネーターは汐

見稔幸さん▽パネリストは森朝芳江
もりあさよしえ

さん

（泉佐野子育てネットワーク三輪車）、

美馬由希
み ま ゆ き

さん（泉南市すこやか新聞編集会

議）、杉山香代
すぎやまかよ

さん（阪南子育てネットワ

ーク）

▼対　象＝府内在住の方

▼参加費＝無料

▼定　員＝１５０人（一時保育は５０人）※多数の場合は

抽選します

▼申込み＝２月25日(火)（必着）までに、往復ハガキの往

信に氏名（ふりがな）、住所、電話番号、一時保育希望者は

こどもの氏名（ふりがな）、性別、生年月日。返信用にご自

分の宛名を記入の上、〒590－0521泉南市樽井６－11－

16・樽井公民館・子育てを考えるつどい係へ

▼その他＝車でのご来場はご遠慮ください

▼問合せ＝樽井公民館（(83)４３６１）

つつつななががっってて、、ひひろろげげまませせんんかか？？子子育育ててのの輪輪
～子育てを考えるつどい～～子育てを考えるつどい～



内
容
＝
「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
勉
強

で
き
ま
す
▼
対
象
＝
十
六
歳
以
上
で
、

義
務
教
育
を
受
け
て
い
な
い
方
な
ら

誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
（
国
籍
は
問

い
ま
せ
ん
）
▼
授
業
料
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
中
学
校
卒
業
資
格
が
と
れ
ま

す
▼
入
学
受
付
期
間
＝
四
月
三
十
日

(

水)

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
岸
城
中
学
校

夜
間
学
級
（
(38)
６
５
５
３
）

放
課
後
児
童
健
全
育
成
の
た
め
、

市
内
八
小
学
校
区
に
お
い
て
、
保
護

者
等
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
校

低
学
年
（
一
年
生
〜
三
年
生
）
児
童

を
対
象
に
、
留
守
家
庭
児
童
会
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
入
会
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
泉
南
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
書
類
等
の
配
布
＝
一
月
二

十
七
日(

月)

か
ら
市
役
所
生
涯
学
習
課

及
び
各
単
位
留
守
家
庭
児
童
会
で
配

布
し
て
い
ま
す
▼
申
込
み
＝
二
月
四

日(

火)

〜
二
月
十
七
日(

月)

（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）
の
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
十
五
分
に
生
涯
学
習
課
へ

▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二

五
二
）

賃
金
の
不
払
い
、
突
然
の
解
雇
、

労
働
保
健
に
加
入
し
て
く
れ
な
い
‥
。

働
く
こ
と
、
職
場
で
の
悩
み
や
ト
ラ

ブ
ル
、
年
金
な
ど
に
つ
い
て
専
門
の

相
談
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
二
月
二
十
八
日(

金)

午
後
一

時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
熊
取
町
・
熊

取
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
四
階
研
修
室

▼
相
談
方
法
＝
電
話
及
び
面
談
に
よ

る
相
談
▼
相
談
専
用
電
話
＝
(52)
１
０

０
１
（
内
線
七
三
四
・
七
三
五
・
七

三
六
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
▼
問
合
せ
＝

地
域
振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費

用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
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泉
南
市
留
守
家
庭
児
童
会

入
会
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

泉
南
労
働
な
ん
で
も

相
談
を
開
催
し
ま
す

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

泉南市では、緑あふれる環境づくりをめざして、
樹林地や農地の保全、公園の整備・緑化などを推
進しています。これらの取り組みをさらに総合
的・体系的に進めるため、これまでの緑の保全・
緑化策に加え、緑の活用・管理などを含めた「泉
南市みどりの基本計画」を策定しています。
この計画は「都市緑地保全法」による泉南市独

自の計画として、未来の泉南市における緑のあり
方や実現に向けた考え方を示し、行政・市民・企
業が一体となって、みどりのまちづくりに取り組
むことをめざしています。
つきましては、広く市民の皆さまのご意見等を

募集し、計画の策定に役立てていきたいと考えて
います。
▼泉南市みどりの基本計画の閲覧＝▽泉南市ホー
ムページ（http://www.city.sennan.osaka.jp）▽
市役所都市計画課・情報公開コーナーで閲覧でき
ます
▼意見の募集期間＝２月17日(月)～２月28日(金)
▼意見の提出方法＝泉南市ホームページ内の書き
込みフォームへご記入いただくか、閲覧場所（都
市計画課・情報公開コーナー）に設置している用
紙に住所、氏名、計画に対するご意見を明記の上、
〒590－0592（住所不要）泉南市役所・都市計画
課計画係（fax(83)９７２４）へ郵送またはファク
スでご提出ください。
▼問合せ＝都市計画課（内線５６７）

ご意見をお寄せください
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▼
職
種
＝
図
書
館
司
書
職
員
▼
資

格
＝
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ

た
方
で
▽
司
書
資
格
を
有
す
る
方
▽

普
通
自
動
車
免
許
を
所
有
し
か
つ
運

転
の
で
き
る
方
▽
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
の
で
き
る
方
▼
定
員
＝
一
人
▼

試
験
日
＝
二
月
二
十
日(

木)

▼
試
験
内

容
＝
筆
記
及
び
面
接
試
験
▼
採
用
予

定
日
＝
平
成
十
五
年
四
月
一
日
▼
募

集
要
項
の
配
布
＝
二
月
一
日(

土)

か
ら

図
書
館
二
階
事
務
所
で
配
布
▼
申
込

み
＝
二
月
十
二
日(

水)

〜
二
月
十
六
日

(

日)

に
図
書
館
へ
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

▼
職
種
＝
一
般
事
務
（
計
数
整
理
、

台
帳
整
理
、
文
書
作
成
等
の
事
務
）

▼
勤
務
場
所
＝
泉
南
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
あ
い
ぴ
あ
泉
南
）
▼
雇
用

期
間
＝
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら

六
か
月
間
▼
雇
用
条
件
＝
▽
時
間
給

は
七
七
〇
円
▽
勤
務
時
間
は
午
前
九

時
〜
午
後
四
時
（
月
〜
金
曜
日
）
▽

厚
生
年
金
保
険
、
健
康
保
険
に
加
入

▼
応
募
資
格
＝
昭
和
二
十
一
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
▽
自
力
で
通

勤
及
び
前
記
の
職
務
遂
行
の
可
能
な

方
▽
泉
南
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

方
▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
障
害
の
程
度
が
一
級

か
ら
四
級
ま
で
の
方
▼
申
込
み
＝
三

月
五
日(

水)

〜
七
日(

金)

、
午
前
九
時

半
〜
午
後
五
時
に
履
歴
書
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
写
し
を
持
参
の
上
、
本

人
が
直
接
人
事
課
へ
▼
問
合
せ
＝
人

事
課
（
内
線
二
七
五
）

▼
職
種
＝
保
育
士
▼
資
格
＝
昭
和
二

十
三
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
保
育
士
資
格
取
得
者
（
平
成
十

五
年
三
月
三
十
一
日
取
得
見
込
み
を

含
む
）
▼
定
員
＝
若
干
名
▼
試
験

日
＝
三
月
一
日(

土)
▼
試
験
内
容
＝
面

接
試
験
▼
採
用
予
定
日
＝
平
成
十
五

年
四
月
一
日(

火)

▼
申
込
み
＝
二
月
十

四
日(

金)

〜
二
十
一
日(

金)
の
期
間

に
、
市
役
所
児
童
福
祉
課
へ
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

▼
職
種
＝
放
課
後
児
童
会
指
導
員
及

び
青
少
年
セ
ン
タ
ー
指
導
員
補
助
員

▼
対
象
＝
六
十
歳
ま
で
の
健
康
な
方

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー市

立
保
育
所
の
臨
時
保
育
士
・
調

理
員
の
登
録
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
資
格
＝
▽
保
育
士
は
保
育
士
資
格

取
得
者
▽
調
理
員
は
調
理
師
資
格
取

得
者
▼
申
込
み
＝
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
持
参

の
上
、
市
役
所
児
童
福
祉
課
へ
▼
そ

の
他
＝
採
用
は
必
要
に
応
じ
て
面
接

の
上
行
い
ま
す
の
で
、
登
録
さ
れ
た

方
す
べ
て
が
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課

（
内
線
二
八
一
）

セ
ン
タ
ー
施
設
内
（
ロ
ビ
ー
）
に

展
示
す
る
手
づ
く
り
の
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
高
校
三
年
生

ま
で
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
作
品
▼

募
集
作
品
＝
絵
画
、
工
芸
、
書
道
、

そ
の
他
▼
展
示
期
間
＝
約
一
か
月
間

▼
申
込
み
＝
直
接
、
青
少
年
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼
そ
の

他
＝
作
品
は
セ
ン
タ
ー
内
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
に
展
示
し
ま
す
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
小
学
校
や
中

学
校
を
卒
業
で
き
な
か
っ
た
方
、
夜

間
中
学
校
に
勉
強
し
に
き
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

後
五
時
三
十
分
〜
八
時
三
十
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
＝
岸
城
中
学
校
（
岸
和
田

市
野
田
町
二
丁
目
一
九
の
一
九
）
▼

図
書
館
の
嘱
託
職
員

を
募
集
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
展
示

作
品
を
募
集
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員
登
録
を
受
付
し
ま
す

保
育
所
の
臨
時
職
員

登
録
を
受
付
し
ま
す

保
育
所
・
リ
バ
ー
ス
ク
ー
ル

の
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

身
体
障
害
者
を
対
象
に

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

夜
間
中
学
校
で

勉
強
し
ま
せ
ん
か

泉州地域の９市４町がひとつになって広域行政の推進及び泉州

の活性化、スポーツの振興などを目的として、第１０回泉州国際

市民マラソンが開催されます。当日は、42.195キロのワンウェイ

マラソンに全国から3,000人の市民ランナー及び外国人ランナー

が参加します。

▼と　き＝２月１６日(日)午前１１時スタート

▼コース＝堺市浜寺公園（スタート）～堺阪南線～空連道側道～

りんくうタウン内～泉佐野・岩出線樽井浜口交差点（折返し地点）

～泉佐野市りんくうパパライベント広場（ゴール）

▼招待選手＝エスタ・ワンジロ・マイナ選手（資生堂）、安部
あ べ

友恵
ともえ

選手（旭化成）、浅井
あさい

えり子選手（ＮＴＴアドバンス）、

砂田貴裕
すなだたかひろ

選手（ディクトンＲＣ）、平塚潤
ひらづかじゅん

選手（城西大監督）、

渡辺康幸
わたなべやすゆき

選手（ＳＢ食品）、山田敬蔵
やまだけいぞう

選手（松下徽章）、高石
たかいし

と

もや選手（シンガーソングライター）等の招待選手が参加を予定

しています。また、地元自治体の海外姉妹（友好）都市からの外

国人ランナーやオーストラリアのゴールドコーストマラソンから

も優秀選手が男女各１人が出場することになっています。

▼ゴール会場では楽しいイベントが盛りだくさん

ゴール会場となる泉佐野市・りんくうパパライベント広場で

は、泉州９市４町の物産展をはじめ、豪華プレゼントの当たる

「優勝タイム当てゲーム」等のイベントが予定されています。

▼泉州９市４町「物産展示販売」の内容

▽堺市（刃物、線香、敷物）▽高石市（カステラ、クッキー）▽

和泉市（人造真珠製品、みかん等）▽泉大津市（毛布、ニット製

品）▽忠岡町（毛布）▽岸和田市（だんじりグッズ）▽貝塚市

（和泉櫛、唐木指物）▽泉佐野市（タオル、食品）▽熊取町（タ

オル）▽田尻町（イカ、サザエなどの串焼き）▽泉南市（くつし

たアッシヘルス、作業用手袋）▽阪南市（しらす、クッキー）▽

岬町（和菓子）

▼泉州国際市民マラソン10周年記念誌を発刊

泉州国際市民マラソン実行委員会では第10回大会を記念して、

３月下旬に「10周年記念誌（記録集綴込み）」を発刊します。こ

の記念誌を希望される方は、２月21日(金)までにお近くの郵便局

（▽郵便振替口座番号＝００９２０－０－７６９９▽あて先＝泉

州国際市民マラソン実行委員会）に代金2,500円を振り込んでお

申込みください。

▼交通規制にご協力ください

開催当日（２月１６日(日)）のマラソンコースでは、駐停車は

できません。また、コースとなる堺阪南線（旧国道２６号線）、

泉佐野岩出線などで交通規制が行われますので、皆さまのご協力

をお願いします。なお、路線バス（大阪市バス、南海バス、水鉄

バス）は一部運行休止や迂回運行します。

▼問合せ＝泉州国際市民マラソン実行委員会（(36)３４４０）

第１０回・泉州国際市民マラソンを開催します！第１０回・泉州国際市民マラソンを開催します！

～体育施設の休館と抽選日変更のお知らせ～

２月16日(日)は泉州国際市民マラソン開催のため、市民体

育館等の体育施設を臨時休館とします。市民の皆さまのご

理解とご協力をお願いします。

▼終日休館（場）＝市民体育館、りんくう体育館（大阪府

南部広域防災拠点）、なみはやグラウンド、市民球場（サザ

ンスタジアム）、りんくう南浜二号緑地テニスコート。

▼休館に伴う抽選日の変更＝２月16日(日)に市民体育館で実

施する予定のテニスコート及びなみはやグラウンド使用の

抽選会は、２月９日(日)に変更しますのでご注意ください。

なお、抽選時間・場所については変更ありません。

▼問合せ＝市民体育館（(82)１０００）



七
三
円
）
四
、
機
械
・
金
属
製
品
製
造
関
連
産
業

（
七
九
七
円
）
五
、
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

（
七
八
八
円
）
六
、
自
動
車
小
売
業
（
七
八
四
円
）

七
、
鉄
鋼
業
（
八
〇
四
円
）
八
、
非
鉄
金
属
関
連

産
業
（
七
七
三
円
）
九
、
各
種
商
品
小
売
業
（
七

四
八
円
）
※
今
回
の
改
正
か
ら
最
低
賃
金
は
時
間

額
の
み
の
改
正
と
な
り
ま
し
た
。
日
給
制
、
月
給

制
等
の
労
働
者
に
も
時
間
額
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
▼
問
合
せ
＝
大
阪
労
働
局
賃
金
課

（
０
６
・
６
９
４
９
・
６
５
０
６
）

郵
便
局
で
は
配
達
済
み
の
官
製
は
が
き
を
回
収

し
、
テ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
等
の
原
料
と
し
て
再
生

す
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
回
収
対
象
＝
配
達
済
み
の
官
製
は
が
き
（
宛
名

シ
ー
ル
付
き
、
裏
面
が
写
真
と
な
っ
て
い
る
も
の

は
除
く
）
▼
回
収
方
法
＝
泉
南
郵
便
局
窓
口
に
設

置
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
▼
回
収
期
間
＝
二
月
三
日(

月)

〜
三
月
三
十
一

日(

月)

▼
そ
の
他
＝
▽
お
客
さ
ま
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
固
く
保
護
さ
れ
ま
す
▽
輪
ゴ
ム
や
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
泉
南
郵

便
局
総
務
課
（
(83)
０
１
７
８
）

市
内
の
各
種
団
体
で
組
織
す
る
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
」

が
活
動
状
況
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、

平
成
十
四
年
十
二
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
＝http://w

w
w
.abc-iinkai.jp/

▼

問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

11

毎月第３木曜日 
午後２時～４時 

毎月第１・４金曜日 
午後１時～４時 
毎月第２水曜日 
午後６時～９時 

▼第１金曜日は信 
達公民館▼その他 
は樽井公民館 
（電話予約必要） 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線237） 

2月6日、13日、27日� 
午前9：15～11：45 
※申込みは電話で実施日 
前日の9：00～（先着10人） 

市役所一階 
市民相談室 

市役所一階 
市民相談室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
子ども 
相談室 
�85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

総合福祉センター内 
子ども支援センター 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
�83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

確定申告の申告期間のため、 
今月はありません 

社会福祉 
　　協議会 
�82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

毎月第４金曜日 
午前９時～正午 

教育相談室 教育相談室 
�83-3755

農業委員会事務局 
�83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

農事相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

毎月第４水曜日 
午後１時～５時 

市役所 
市民相談室 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線212） 

人権相談 

市役所・別館 
消費者相談室 

　市役所・別館 
　消費者相談室 
（電話予約必要） 

市役所・別館 
地域振興課 

市役所一階 
市民相談室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・火・ 
水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
�82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

市役所・別館 
地域振興課 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

総合福祉 
　センター 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

課税課 
�83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第２、４水曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
�85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

障害者雇用相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
� 
82－4111

※各種相談は無料となっています。また、秘密は厳守 
　されますのでご安心ください。 

シリーズ：あいぴあ泉南�シリーズ：あいぴあ泉南�
知的障害者のためのお料理教室知的障害者のためのお料理教室
知的障害者の方を対

象に、お料理教室を開
催しています。写真入
りの分かりやすいレシ
ピを用いて、コンソメ
スープやかに玉の素等
を使った超簡単メニュ
ーに取り組んでいます。
また、一人暮らしの方
にレパートリーを増や
してもらおうと、栄養
士の指導のもと、ちょ
っとした工夫
や、楽しいお話
を聞きながら調
理に励んでいま
す。自分のペー
スを大切にしな
がら活動してい
ます。

▼と　き＝毎月第４水
曜日・午前10時～１時
▼ところ＝あいぴあ泉
南▼対　象＝18歳以上
の療育手帳を所持して
いる方▼携行品＝エプ
ロン、白い三角巾▼参
加費＝300円（材料費）
▼申込み・問合せ＝お
電話であいぴあ泉南
（(85)０７０７／fax(85)
０９０９）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た

配
達
済
み
官
製
は
が
き
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

介
護
保
険
で
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け

た
高
齢
者
（
要
介
護
高
齢
者
）
を
在
宅
で
介
護
さ
れ

て
い
る
ご
家
族
（
家
族
介
護
者
）
の
方
で
、
一
年

（
十
二
か
月
）
間
、
介
護
保
険
で
提
供
さ
れ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
で
介
護
し
て
い
る
な
ど
、

次
の
一
、
〜
六
、
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
家
族
介

護
者
の
方
に
家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
要
件
＝
一
、
要
介
護
高
齢
者
が
六
十
五
歳
以

上
で
あ
る
こ
と
二
、
要
介
護
高
齢
者
、
家
族
介
護
者

と
も
に
一
年
以
上
継
続
し
て
泉
南
市
内
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
三
、
要
介
護
高
齢
者
、
家
族
介
護
者
と
も

に
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と
四
、
要
介
護
高

齢
者
が
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、
一
年
以
上

要
介
護
度
４
ま
た
は
５
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
五
、

要
介
護
高
齢
者
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
月
単
位
で

十
二
か
月
以
上
継
続
し
て
利
用
し
て
い
な
い
こ
と

（
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
入
院
期
間
を
除
い
て
前
後
十
二
か
月
間
以
上
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
。但
し
、

一
年
間
で
一
週
間
（
七
日
）
以
内
の
短
期
入
所
（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）の
利
用
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
）

六
、
家
族
介
護
者
が
同
居
し
て
お
り
、
居
宅
に
お
い

て
現
に
要
介
護
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
こ
と
（
但

し
、同
一
敷
地
内
や
隣
地
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、

同
居
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
）
▼
申
込
み
＝
二

月
二
十
八
日(

金)

ま
で
に
市
役
所
高
齢
障
害
福
祉
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
支
給
額
＝
一
〇
万
円

（
年
額
）
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三

〇
四
）

凍
て
つ
く
よ
う
な
寒
い
朝
な
ど
は
、
水
道
管
が
凍

っ
た
り
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
所
に

あ
る
水
道
管
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
▼
北

向
き
の
と
こ
ろ
▼
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
。

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
や
蛇
口
の
部
分

に
布
な
ど
を
巻
き
つ
け
て
保
温
し
、
雨
な
ど
で
濡
れ

な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
お
く

と
効
果
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管
や
蛇
口
が
凍
っ
て
水

が
出
な
い
と
き
は
、
凍
っ
て
い
る
箇
所
に
タ
オ
ル
や

布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

と
か
け
て
、
水
が
出
る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
水

道
管
に
直
接
熱
い
お
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
が
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
（
(82)
６
５
５
１
）

各
家
庭
に
供
給
し
て
い
る
水
道
水
は
、
塩
素
処
理

を
し
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
飲
む
こ
と
や
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
貯
水
槽
水
道
の
場

合
に
は
、
管
理
を
怠
る
と
水
が
汚
染
さ
れ
、
思
わ
ぬ

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

貯
水
槽
水
道
と
は
、
水
道
水
を
い
っ
た
ん
受
水
槽

や
高
置
水
槽
に
貯
め
て
か
ら
、
各
階
に
給
水
し
て
い

る
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
給
水
シ
ス
テ
ム
で
貯
水
槽

水
道
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、
定
期
的
に
点
検
・
清

掃
・
水
質
検
査
な
ど
を
実
施
し
、
常
に
衛
生
的
な
水

の
供
給
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
（
(82)
６
５
５
１
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
五
年
四
月
に

泉
南
市
立
小
学
校
の
第
一
学
年
（
平
成
八
年
四
月
二

日
〜
平
成
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）
及
び
中
学
校
の

第
一
学
年
（
平
成
二
年
四
月
二
日
〜
平
成
三
年
四
月

一
日
生
ま
れ
）
に
入
学
を
予
定
さ
れ
て
い
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
の
方
に
「
就
学
通
知
書
」
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
就
学
通
知
書
の
届
い
て
い
な
い
方
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
必
ず
泉
南
市
教
育
委
員
会
学
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
二
九
七
）

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定

め
、
使
用
者
は
そ
の
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
度
で
す
。
こ

の
最
低
賃
金
に
は
、
大
阪
府
内
の
す
べ
て
の
事
業
所

が
対
象
と
な
る
「
大
阪
府
最
低
賃
金
」
と
特
定
の
産

業
の
事
業
所
が
対
象
と
な
る
「
産
業
別
最
低
賃
金
」

が
あ
り
、
原
則
と
し
て
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
現
在
の
最
低
賃
金
（
い
ず
れ
も
時
間
額
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
地
域
別
最
低
賃
金
一
、
大
阪
府
最
低
賃
金
（
七
〇

三
円
）
▼
産
業
別
最
低
賃
金
二
、
塗
装
製
造
業
（
八

二
六
円
）
三
、
電
気
機
械
器
具
製
造
関
連
産
業
（
七

10

nformati
i

on就
学
通
知
書
は

届
き
ま
し
た
か

地
域
及
び
産
業
別
最
低
賃

金
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

貯
水
槽
水
道
の
管
理
は

適
切
で
す
か

介
護
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す

水
道
管
を
凍
結
等
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

市役所　�83-0001 
清掃課　�83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　�85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　�85-0119 
樽井公民館 
　　　　�83-4361



が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
書
の
提
出
は
郵

送
で
＝
申
告
書
送
付
用
封
筒

が
簡
単
に
作
成
で
き
る
チ
ラ

シ
を
申
告
書
に
同
封
し
て
い

ま
す
。
郵
送
で
の
提
出
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
送
付
用
封

筒
（
Ａ
４
版
）
は
各
指
導
開

場
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
申
告
書
控
の
郵
送

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用

封
筒
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
郵
送
先
は
〒
五
九
八
・

〇
〇
二
一
・
泉
佐
野
市
日
根
野
三
六
八
三
の
一
・
泉

佐
野
税
務
署
ま
で
。

▼
税
務
署
窓
口
で
の
申
告
及
び
納
付
＝
▽
所
得
税
の

確
定
申
告
は
二
月
十
七
日(

月)

〜
三
月
十
七
日(

月)

▽
贈
与
税
の
確
定
申
告
は
二
月
三
日(

月)

〜
三
月
十

七
日(

月)

▽
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
申
告
納
税
期
限
は
三
月
三
十
一
日(

月)

で
す
。

※
但
し
、
土
日
祝
日
は
税
務
署
の
閉
庁
日
で
す
。

▼
無
料
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
＝
税
務
署
、
税

理
士
協
会
、
納
税
協
会
の
共
催
に
よ
る
無
料
申
告
相

談
所
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
税
理
士
な
ど
の

専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
二
月
十
八
日(

火)

〜
二
十
一
日(

金)

、
二

十
四
日(

月)

、
二
十
五
日(

火)

の
各
午
前
九
時
半
〜

午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
水
道
部
庁
舎
▼
対

象
＝
小
規
模
事
業
者
の
方
▼
そ
の
他
＝
相
談
受
付
時

間
は
、
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半
。
午
後
一
時
〜
三

時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
納
税
は
安
全
・
便
利
な
口
座
振
替
で
＝
所
得
税
・

消
費
税
の
納
税
は
、
便
利
で
安
全
・
確
実
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
消
費
税
の
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
＝
消

費
税
は
、
預
か
り
金
的
性
格
を
有
す
る
税
金
で
す
の

で
、
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
還
付
金
の
受
取
り
は
口
座
振
替
で
＝
確
定
申
告
書

に
は
、
本
人
名
義
の
取
引
金
融
機
関
名
、
預
金
の
種

類
、
口
座
番
号
の
記
入
を
お
忘
れ
な
く
。
申
告
が
集

中
し
て
き
ま
す
と
、
支
払
い
ま
で
に
二
〜
三
か
月
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
税
務
署
へ
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
＝
泉
佐
野
税
務
署
は
駐
車
場
が
狭
く
、
周
辺
道
路

も
駐
車
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
動
車
で
の

ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
泉
佐
野
税
務
署
は
Ｊ

Ｒ
日
根
野
駅
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
（
(62)
３
４
７
１
）

13

※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。  
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。  
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。

□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前９：15～午後７：00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください

※開館時間＝午前9時～午後10時 
　（行事によって早く閉館する場合があります）
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広報せんなん１月号（４５
１号）では、「市町村の合併
の特例に関する法律」などに
よる支援措置について説明し
てきましたが、今月は市町村
の合併に至るまでの手続きに
ついてご紹介します。
市町村の合併とは、市町村

の配置分合（合体、編入、分
割、分立）のうち、少なくと
も１つ以上の市町村の数が減
少（市町村の法人格の消滅）
するものとされています。
合併の形態は、新設合併

（いわゆる対等合併）と編入
合併（いわゆる吸収合併）に
分けられます。
新設合併とは、２以上の市

町村の区域の全部もしくは一
部をもって市町村を置くこと
で、市町村の数の減少を伴う
ものをいいます。
編入合併とは、２以上の市

町村の区域の全部もしくは一
部を他の市町村に編入するこ
とで市町村の数の減少を伴う
ものをいいます。市町村の合
併に至るまでの手続きについ
ては次のとおりです。
▼問合せ＝政策推進課（内線
３４９・２８７）
※広報せんなん３月号（453
号）では、泉南市の合併問題
に関する取組みの状況や大阪
府内の市町村の合併に関する
動き等について紹介します。

申告と
納税は

3月17日
まで！

シリーズ：みんなで考えよう市町村合併�

　Ａ 市 長 � � � Ｂ 町 長  
【住民の動きがきっかけとなる場合】 【市町村の動きがきっかけとなる場合】
住民発議（Ｈ７年度に創設された方法） 

住民発議（Ｈ11年度に拡充された方法） 

　Ａ市住民 

　Ａ 市 長 � � � Ｂ 町 長  

法定合併協議会の設置 

都道府県知事への申請 

新しい市町村の発足 

都道府県議会の議決・知事の決定 

総務大臣への届出・総務大臣の告示 

（市を含んだ合併等は総務大臣の 
　同意が必要） 

Ａ市議会の合併議決 Ｂ町議会の合併議決 

　合併研究会・任意合併協議会 
　といった組織をつくった上で、 
　調査や事実上の話し合いを行う。 

　Ａ 市 長 　 　 　 Ｂ 町 長  

　Ａ市議会　　　　　Ｂ町議会 

　Ａ市住民�　�　�Ｂ町住民 
　　　　　　 連携 

　Ａ市議会　　　　　Ｂ町議会 
可決　　　　　　　　　　　可決 

　Ａ市議会　　　　　　Ｂ町議会 

　　�請求（有権者の１／50以上の署名） 

付議�　意見照会・回答　�付議 

付議�　　　　　　　　　�付議 

可決　　　　　　　　　　　可決 

※Ａ市長の意見照会に対し、Ｂ町長 
　が議会に付議しない旨の回答をす 
　れば、手続きはそこで終了。 

※同じ内容の請求であることについて都道 
　府県知事の確認を得た上で、Ａ市・Ｂ町 
　で合併協議会の設置の請求が行われた場 
　合には、Ａ市長・Ｂ町長はそれぞれ議会 
　に付議しなければならない。 
 

請求（有権者の１／50以上の署名） 
※同一請求内容（知事の確認要） 

�  �  

�  �  

�  

�  

�  

�  

�  
�  

�  

　Ｈ14年３月の法改正で、合併 
　協議会の設置についての「住 
　民投票制度」が新たに導入さ 
　れました。 

移
動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お
と
な
の

本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約
二
六
〇
〇
冊
を
積

ん
で
、
市
内
一
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
に
二

回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸
出
券
が
必

要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
住
所
の
確

認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
、
泉
南
市
民
証

な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
一
人
五
冊
ま
で
借

り
て
い
た
だ
け
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
の

日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
三
月
後
半
の
巡
回
は
、
資
料
特
別
整
理
期

間
の
た
め
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
大

雨
・
大
雪
警
報
発
令
時
等
、気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
、

巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
(82)
７
７
６
６
）

二
月
十
一
日(

火)

の
祝
日
に
伴
い
、
可
燃
ご
み
の

収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

※
祝
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
振
り

替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
必
ず

確
認
し
、
収
集
日
当
日
の
午
前
九
時
ま
で
に
決
め
ら

れ
た
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
(83)
５
８
７
５
）

国
民
年
金
の
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
平
成
十
四
年
中
の
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ

ま
す
の
で
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
控
除
さ
れ
る
国

民
年
金
の
保
険
料
は
平
成
十
四
年
中
に
納
め
た
保
険

料
の
総
額
で
、
保
険
料
額
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

そ
の
他
免
除
さ
れ
た
期
間
を
追
納
し
た
保
険
料
、

過
去
の
納
め
忘
れ
に
な
っ
て
い
た
保
険
料
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
一
年
間
に
支
払
わ
れ
た
保
険
料
の
合
計

金
額
を
、
確
定
申
告
書
の
社
会
保
険
料
控
除
欄
に
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。保
険
料
納
付
証
明
は
不
要
で
す
。

な
お
、
詳
細
は
貝
塚
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
▽
貝
塚
社
会
保
険
事
務
所
（
(31)
１
１
２

２
）
▽
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

▼
申
告
期
間
＝
二
月
十
七
日(

月)

〜
三
月
十
七
日

(

月)

▼
申
告
の
必
要
な
方
＝
▽
平
成
十
五
年
一
月
一

日
現
在
、
泉
南
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
十
四
年
中

に
所
得
の
あ
っ
た
方
▽
所
得
の
な
い
方
で
、
誰
の
扶

養
親
族
に
も
な
っ
て
い
な
い
方
▼
申
告
の
必
要
の
な

い
方
＝
▽
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

▽
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
（
年
末
調
整
済
）
が
提
出
さ
れ
る
方
▼
申
告

の
受
付
時
間
＝
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後
〇
時
四
十

五
分
〜
五
時
十
五
分
（
但
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▼
携
行
品
＝
▽
申
告
用
紙
▽
印
鑑
（
認
め
印
）
▽
給

与
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
や
収
入
の
わ
か
る
書
類

（
給
与
明
細
等
）
▽
各
種
控
除
証
明
書
類
（
社
会
保

険
料
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
、
医
療
費
等
）

▼
そ
の
他
＝
▽
平
成
十
四
年
中
に
学
生
、
家
事
手
伝

い
、
病
気
療
養
等
で
無
職
、
無
収
入
で
あ
っ
た
人
も

所
得
証
明
や
非
課
税
証
明
の
発
行
に
必
要
で
す
の

で
、
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
▽
申
告
は
郵
送
で
も

受
付
し
ま
す
。
郵
送
先
は
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二

（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所
課
税
課
市
民
税
係
へ
▼

問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
五
一
・
二
三
八
）

▼
申
告
書
・
自
分
で
書
い
て
・
郵
送
で
＝
税
務
署
で

は
、
納
税
者
の
方
々
が
確
定
申
告
書
や
収
支
内
訳
書

を
ご
自
分
で
作
成
し
て
い
た
だ
き
、
税
務
署
の
職
員

は
作
成
の
た
め
の
助
言
を
行
う
「
自
書
申
告
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
か
ら
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp

）
で
所
得
税

の
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ふ
る
っ
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
書
の
提
出
や
納
税
を
期
限
ま
で
に
し
な

か
っ
た
り
、税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
は
、

加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

12

※○印の日は土曜日の巡回となります

□‥開館日（午前10時～午後5時） 
●‥休館日鳴滝第２小学校

楠台１号公園
金　熊　寺

ステーション名 時間

ファミール南大阪
関空山の手台
砂川集会所前
青少年センター

サンハイツ和泉砂川
一丘団地

八幡山自治会館
浜老人集会場
西信達公民館

巡回日
２月 ３月

ステーション名 時間
巡回日

２月 ３月
水
水
木
木
金
金
水

2：00～ 
2：45

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

3：15～ 
4：00

3：00～ 
4：00

水
木
木
金
金

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

5日19日
5日19日
6日20日
6日20日
7日21日
7日21日
12日26日

5日
5日
6日
6日
7日
7日
12日

12日
13日
13日

14日
14日

1日

12日26日
13日27日
13日27日
14日
14日 1日

1

1

2

2

9
3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

10 11 12 13 14 15

16
23
17
24
18
25
19
26 27 28
20 21 22

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

市
・
府
民
税
の
申
告
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
　
　

一
部
変
更
し
ま
す

所
得
税
の
確
定
申
告
は

二
月
十
七
日
〜
三
月
十
七
日

国
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

定
額
保
険
料 

定
額
＋
付
加
保
険
料 

半
額
保
険
料 

保
険
料
等 

期
間
等 

保
険
料
の
種
類 

前
納
（
定
額
） 

前
納
（
定
額
＋
付
加
） 
Ｈ
14
年
４
月
〜
Ｈ
15 
年
３
月 

Ｈ
14
年
４
月
〜
Ｈ
15 
年
３
月 

１
６
１
４
８
０
円 

１
５
６
７
７
０
円 

１
３
３
０
０
円 

１
５
９
６
０
０
円 

１
３
７
０
０
円 

１
６
４
４
０
０
円 

６
６
５
０
円 

５
９
８
５
０
円 

１
月
〜
12
月
（
１
カ
月
） 

 

年
間
保
険
料
額 

１
月
〜
12
月
（
１
カ
月
） 

 

年
間
保
険
料
額 

４
月
〜
12
月
（
１
カ
月
） 

 

Ｈ
14
年
４
月
〜
Ｈ
14 
年
12
月 

収
集
地
域 

火
・
金
曜
日 

２
月
11
日
火
曜
日 

２
月
12
日
水
曜
日 

収
集
が
休
み
の
日 

振
替
え
収
集
日 



昨年２月１日に運行を開始した「さわやかバス（泉

南市コミュニティバス）」は１年間の試行期間を終え、

平成１５年２月１日(土)から本格運行を開始します。

また、さらに多くの市民の皆さまにご利用いただけ

るよう、新たに７箇所のバス停を設けるとともに、運

行ルートを一部変更します。

▼新しいバス停＝下の図（バス停地図）をご参照くだ

さい。

▼新しいダイヤ＝下の新ダイヤをご参照ください。バ

ス停の新設に伴い、新ダイヤによる運行となります。

※新しい時刻表は市役所、各公民館、あいぴあ泉南等

に設置しています。

※阪南市コミュニティバス（２月１日）の運行開始に

伴い、南回り便の「桜ヶ丘」と「温水プール前」は共

通のバス停留所となりますので、ご注意ください。

▼問合せ＝環境整備課（内線３４８）

さわやかバスが本格運行を開始！さわやかバスが本格運行を開始！

１樽井駅前 
２総合福祉センター 
３泉南市役所前 
４大苗代 
５新家駅筋 
６新家公民館 
７新家上村 
８ルナ・りんくう団地 
９新家宮 
10八幡山団地 
11八幡山団地口 
12高野 
13野口 
14いずみ台 
15サングリーン団地 
16ＪＲ新家駅前 
17朝日住宅 
18砂川北 
19砂川台団地北 
20砂川台団地南 
21砂川公園団地口 
22砂川駅前 
23砂川駅前通 
24図書館文化ホール前 
25保健センター下 
26泉南市役所前 
27総合福祉センター 
28樽井駅前 

8:24
8:27
8:28
8:33
8:35
8:38
8:39
8:43
8:44
8:47
8:49
8:50
8:52
8:54
8:57
9:01
9:03
9:04
9:06
9:08
9:10
9:14
9:15
9:20
9:22
9:26
9:27
9:34
※北回りコースへ 

11:06
11:09
11:10
11:15
11:17
11:20
11:21
11:25
11:26
11:29
11:31
11:32
11:34
11:36
11:39
11:43
11:45
11:46
11:48
11:50
11:52
11:56
11:57
12:02
12:04
12:08
12:09
12:16

13:32
13:35
13:36
13:41
13:43
13:46
13:47
13:51
13:52
13:55
13:57
13:58
14:00
14:02
14:05
14:09
14:11
14:12
14:14
14:16
14:18
14:22
14:23
14:28
14:30
14:34
14:35
14:42

16:05

第1便 

中回りコース 

第2便 第3便 第4便 

16:08
16:09
16:14
16:16
16:19
16:20
16:24
16:25
16:28
16:30
16:31
16:33
16:35
16:38
16:42
16:44
16:45
16:47
16:49
16:51
16:55
16:56
17:01
17:03
17:07
17:08
17:15

バス停 
便名 

１樽井駅前 
２総合福祉センター 
３図書館文化ホール前 
４保健センター下 
５泉南市役所前 
６砂川駅前通 
７砂川駅前 
８砂川高校前（裏） 
９岡中 
10岡中西 
11桜ヶ丘団地下 
12桜ヶ丘 
13幡代 
14馬場 
15男里中 
16男里旧水源地前 
17男里川 
18温水プール前 
19男里浜 
20樽井公民館前 
21樽井駅前通 
22国市場 
23泉南市役所前 
24総合福祉センター 
25樽井駅前 

9:16
9:19
9:21
9:24
9:25
9:28
9:29
9:31
9:34
9:37
9:42
9:44
9:47
9:50
9:54
9:56
9:58
9:59
10:03
10:06
10:09
10:10
10:11
10:12
10:16
※山回りコースへ 

11:15
11:18
11:20
11:23
11:24
11:27
11:28
11:30
11:33
11:36
11:41
11:43
11:46
11:49
11:53
11:55
11:57
11:58
12:02
12:05
12:08
12:09
12:10
12:11
12:15

13:44
13:47
13:49
13:52
13:53
13:56
13:57
13:59
14:02
14:05
14:10
14:12
14:15
14:18
14:22
14:24
14:26
14:27
14:31
14:34
14:37
14:38
14:39
14:40
14:44

15:43

第1便 

南回りコース 

第2便 第3便 第4便 

15:46
15:48
15:51
15:52
15:55
15:56
15:58
16:01
16:04
16:09
16:11
16:14
16:17
16:21
16:23
16:25
16:26
16:30
16:33
16:36
16:37
16:38
16:39
16:43

バス停 
便名 

１樽井駅前 
２前畑団地 
３鳴滝 
４中小路 
５北野 
６吉見岡田住宅 
７北出渚 
８西信達公民館 
９給食センター 
10一丘団地南 
11一丘団地中 
12一丘団地北 
13下村 
14楠台 
15兎田 
16新家駅筋 
17大苗代 
18市場青年会場前 
19砂川駅前通 
20砂川駅前 
21砂川駅前通 
22泉南市役所前 
23図書館文化ホール前 
24保健センター下 
25総合福祉センター 
26樽井駅前 

9:52
9:55
9:57
9:59
10:00
10:04
10:07
10:09
10:13
10:17
10:18
10:19
10:22
10:24
10:26
10:28
10:30
10:33
10:37
10:39
10:40
10:44
10:46
10:49
10:51
10:57
※中回りコースへ 

12:22
12:25
12:27
12:29
12:30
12:34
12:37
12:39
12:43
12:47
12:48
12:49
12:52
12:54
12:56
12:58
13:00
13:03
13:07
13:09
13:10
13:14
13:16
13:19
13:21
13:27

14:48
14:51
14:53
14:55
14:56
15:00
15:03
15:05
15:09
15:13
15:14
15:15
15:18
15:20
15:22
15:24
15:26
15:29
15:33
15:35
15:36
15:40
15:42
15:45
15:47
15:53

17:19

第1便 

北回りコース 

第2便 第3便 第4便 

17:22
17:24
17:26
17:27
17:31
17:34
17:36
17:40
17:44
17:45
17:46
17:49
17:51
17:53
17:55
17:57
18:00
18:04
18:06
18:07
18:11
18:13
18:16
18:18
18:24

バス停 
便名 

１樽井駅前 
２総合福祉センター 
３図書館文化ホール前 
４保健センター下 
５泉南市役所前 
６砂川駅前通 
７砂川駅前 
８砂川高校前（裏） 
９西六尾 
10六尾 
11金熊寺 
12東小学校前 
13桜地蔵 
14童子畑 
15つづら畑 
16童子畑 
17桜地蔵 
18東小学校前 
19金熊寺 
20六尾 
21西六尾 
22砂川高校前（正） 
23牧野 
24図書館文化ホール前 
25国市場 
26樽井駅前通 
27樽井公民館前 
28樽井駅前 

8:23
8:26
8:28
8:31
8:32
8:35
8:36
8:38
8:39
8:41
8:42
8:43
8:45
8:47
8:49
8:51
8:53
8:55
8:56
8:57
8:59
9:00
9:01
9:04
9:05
9:06
9:08
9:11
※南回りコースへ 

10:20
10:23
10:25
10:28
10:29
10:32
10:33
10:35
10:36
10:38
10:39
10:40
10:42
10:44
10:46
10:48
10:50
10:52
10:53
10:54
10:56
10:57
10:58
11:01
11:02
11:03
11:05
11:08

12:50
12:53
12:55
12:58
12:59
13:02
13:03
13:05
13:06
13:08
13:09
13:10
13:12
13:14
13:16
13:18
13:20
13:22
13:23
13:24
13:26
13:27
13:28
13:31
13:32
13:33
13:35
13:38

14:49

第1便 

山回りコース 

第2便 第3便 第4便 

14:52
14:54
14:57
14:58
15:01
15:02
15:04
15:05
15:07
15:08
15:09
15:11
15:13
15:15
15:17
15:19
15:21
15:22
15:23
15:25
15:26
15:27
15:30
15:31
15:32
15:34
15:37

バス停 
便名 

��
��
��
���

一
丘
中 

至
新
家 

ＪＲ阪和線 

一丘団地 

15棟 
16棟 

17棟 

至和泉砂川 

★ 

バス停 

��
��
��
�

至
岡
田
浦 

至
吉
見
の
里 

南海線 

寺院� �
洋
品
店 

★バス停 

大発渚団地 
�商店 ＪＲ新家駅 

★バス停 
�新家公民館 

�交番 

　�
��
��
�

至
和
泉
砂
川 

�集会場 

�神社 

公園� 

★ 

ルナりんくう入口 

バス停 

�酒・たばこ店 

布施屋 
　貝塚線 朝日山※ 

★
バ
ス
停 

桜ヶ丘住宅 

�マンション 
�歯科医院 

菟砥橋※ 
　北詰 

バス停★ 

至清掃工場 

至尾崎 

鳥取東 
　中学校� 

ＪＲ阪和線 

至和泉砂川 

至和泉鳥取 
�商店 
★バス停 ��

��
��
��
�
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北回り／一丘団地中

南回り／桜ヶ丘 南回り／男里川 南回り／岡中西

北回り／北出渚 中回り／新家公民館 中回り／ルナりんくう団地

こ
の
制
度
は
、
通
り
魔
殺
人
等
の
故
意
の
犯
罪
行

為
に
よ
り
、
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
方
の
遺
族
や
身
体

に
重
傷
病
を
負
い
、
も
し
く
は
障
害
が
残
っ
た
被
害

者
の
方
に
対
し
、
社
会
の
連
帯
共
助
の
精
神
に
基
づ

き
、
国
が
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給
し
、
そ
の

精
神
的
、
経
済
的
打
撃
の
緩
和
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
犯
罪
被
害
＝
日
本
国
内
ま
た
は
日
本

国
外
に
あ
る
日
本
国
の
船
舶
も
し
く
は
航
空
機
内
に

お
い
て
行
わ
れ
た
人
の
生
命
ま
た
は
身
体
を
害
す
る

行
為
（
過
失
は
除
く
）
に
よ
る
死
亡
ま
た
は
重
傷
病

も
し
く
は
後
遺
障
害
▼
給
付
金
の
支
給
が
受
け
ら
れ

る
被
害
者
ま
た
は
遺
族
の
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有
す

る
方
ま
た
は
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
方
▼
犯
罪

被
害
者
等
給
付
金
の
種
類
＝
▽
遺
族
給
付
金
▽
重
傷

病
給
付
金
▽
障
害
給
付
金
▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察

署
・
総
務
課
（
(71)
１
２
３
４
）

昨
年
十
二
月
九
日
、
尾
崎
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

（
代
表
・
福
岡
久
一
さ
ん
）
様
よ
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
水
泳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
収
益
金
か
ら
保
育
用
品

（
運
動
遊
具
）
の
充
実
に
と
、
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ

ー
に
対
し
、「
ラ
イ
ト
マ
ッ
ト
」
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
芳
志
に
対
し
ま
し
て
、
紙
上
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）
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駐車サービスをご利用く
ださい
空港島内の駐車場（Ｐ

１～Ｐ４）の駐車券をお
持ちになり、エアロプラ
ザ内の飲食、物販店で
1,000円以上をお買いあげ
いただいたお客様に、駐
車１時間無料サービス券
（当日限り有効）を発行し
ます。
▼問合せ＝エアロプラザ
テナント会事務局（(55)２
０３５）
連絡橋と駐車場のセット
割引
連絡橋通行料と駐車場

料金がセットになった割
引クーポンがお得です。
旅行日程にあったクーポ
ン券（１泊２日～19泊20
日）をご利用ください。

▼問合せ＝関西エアポー
トエージェンシー（(55)２
９１０）
写真展を開催します
一、ネパールのこどもた
ち写真展▼とき＝２月１
日(土)～２月10日(月)
二、中国の人々写真展▼
とき＝２月11日(火)～２月
20日(木)
三、ニューヨークの人々
写真展▼とき＝２月21日
(金)～２月28日(金)
▼一、二、三、ところ＝
ターミナルビル
▼問合せ＝関西国際空港
㈱広報課（(55)２２０１）

シリーズ：関西国際空港情報NO.33

新家南幼稚園は、山々や田畑などの自然に囲まれたすば

らしい環境にあり、こどもたちは四季折々の豊かな自然の

中でのびのび、そしてゆったりと園生活を送っています。

こどもたちは、自分たちの住んでいる地域を知ろうとい

ろいろなところに出かけます。まず最初に、友だちの家め

ぐりをし、その後みんなの家の地図をつくりました。「○□

ちゃんの家、ぼくの家と近いな。」「ここ、ずっと行ったら

公園があるんやで。描いてみよう。」ひとつの地図の中には、

みんなの家とお気に入りの場所が描かれ、地域や友だちが

ぐっと近くなりました。

また、園のすぐ近くにある種河神社。春には、桜の花吹

雪、夏はセミやクワガタ、秋は赤や黄色の落ち葉とたくさ

んのどんぐり、冬は寒さをじっと我慢しながら春の訪れの

準備をしている木々の様子など、たくさんの驚きと感動を

身近に体験しています。

そして、今年度は初めて秋の「青少年の森」に出かけま

した。こどもたちの足で約１時間かかる片道。ちょっぴり

心配しましたが、年長児が「１００数えたら着くかも‥」

と大きな声で数を数えたり、歌を歌ったり、みんなで励ま

し合って、無事青少年の森に到着しました。

青少年の森で

は、広い芝生の

上を走ったり、

探検しようと、

山登りもしまし

た。身体を動か

すとお腹もペコ

ペコ。キャンプ

場のかまどで

は、みんなで拾

い集めた小枝で炊いたカレーができあがっています。木陰

のテーブルでみんなで食べたカレーライスは格別で、どの

こどもたちの顔も輝いていました。

これからも楽しいところを見つけて、どんどん出かけて

行きたいと思っています。そして、こどもたちが自分たち

の住んでいる所のすばらしさに気づき、大好きになっても

らいたいと願っています。これからもこどもたちが地域の

中で、人々や自然に見守られて育つように取り組んでいき

たいと思います。

▼問合せ＝指導課（２７７）

幼稚園のまわりは楽しいことがいっぱい！ 
新家南幼稚園 

犯
罪
被
害
者
給
付
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？
　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た



※行事実施日に大雪・大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００３.２）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査／大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 

栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破傷風・百日せき） 

風しんの予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 

精神保健福祉相談 

障害・慢性疾患児の療育相談 

Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査 

１歳６か月児健康診査 

３歳６か月児健康診査 

２歳児歯科健康診査 

２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

平成14年11月30日をもって、本年度の医療機関での受診は終了しました。 
なお、平成15年度（平成15年４月以降）については、４月に発行する年間行事予定表を 
ご確認ください。 
▼問合せ＝保健センター（��７６１５） 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

�２月５日� 
�３月５日� 

�平成14年９月生 
�平成14年10月生 

身体計測、内科診察、個別指導など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

２月26日� 
午後０時40分～２時10分 

平成13年７月生 身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

２月12日� 
午後０時半～１時05分 

平成11年７月生 

２月20日� 
午後１時～１時半 

平成13年１月生 

２月27日� 
午後１時半～２時 

平成12年７月生 

歯みがき教室 ２月27日� 
午後１時～１時20分 

平成12年12月生 
平成13年６月生 

２月13日� 
午後１時半～２時半 

今月はありません 時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後３歳まで）の間に計４回。 
▼初回接種＝生後６か月に達したら約４週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半 
の間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませて 
ください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 

第１金曜日午後 
（事前予約要） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 

２月６日�　サティ泉南店 
２月13日�　スカイシティオークワ泉南店 
▽午前10時～正午▽午後１時～４時▽成分献血の受付は午前10時～11時、午後１時～３時まで 

成分献血、400�献血にご協力をお願いします。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（�82－7615） 

医師及び専門職員による相談・指導を行います。 
実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 

２月３日�、10日�、 
17日�、24日�午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

２月17日� 
午後１時～３時 

２月18日� 
２月25日� 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） �２月７日��３月７日� 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。 
２歳児にはカリオスタット検査（むし歯予測試 
験法）実施。予約は不要。携行品は母子手帳、 
歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月より３カ月以 
内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５カ月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９カ月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前に予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼北野区民センター第2、4火曜日 
▼保健センター第2、4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 
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現
在
、
母
子
手
帳
は
市
役
所

市
民
課
で
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

四
月
か
ら
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
発
行
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
の
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
の
治
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
理

解
い
た
だ
く
た
め
、
医
師
や
栄

養
士
に
よ
る
教
室
・
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
一
、
二
月
二
十
日

(

木)

二
、
三
月
十
三
日(

木)

※
時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時
〜
五

時
▼
と
こ
ろ
＝
泉
佐
野
保
健
所

講
堂
▼
講
師
＝
一
、
真
鍋
穣

ま
な
べ
ゆ
ず
る

さ

ん
（
阪
南
医
療
生
協
診
療
所
・

小
児
科
医
師
）
二
、
中
村
義
朗

な
か
む
ら
よ
し
お

さ
ん
（
中
村
皮
膚
科
・
医
師
）

▼
定
員
＝
教
室
は
二
〇
人
、
個

別
相
談
は
希
望
者
の
み
八
人

（
い
ず
れ
も
先
着
順
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
お
電
話
で
、
泉
佐
野
保
健

所
（
(62)
７
７
０
１
）

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
と
お

子
さ
ん
が
主
役
の
教
室
で
す
。

親
子
で
楽
し
く
参
加
し
て
、
み

ん
な
で
仲
良
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
四
月
七
日(

月)

、
二

十
一
日(

月)

、
五
月
十
九
日(

月)

、

二
十
六
日(

月)

、
六
月
二
日(

月)

、

十
六
日(

月)

の
午
前
九
時
半
〜

十
一
時
半
▼
対
象
＝
一
歳
八
か

月
〜
三
歳
未
満
（
平
成
十
二
年

四
月
〜
平
成
十
三
年
七
月
生
）

の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
。
但
し
、

保
育
所
、
幼
稚
園
、
め
だ
か
教

室
へ
通
っ
て
い
る
児
童
、
修
了

し
た
児
童
、
ひ
よ
こ
ラ
ン
ド
に

参
加
し
た
児
童
は
除
く
▼
定

員
＝
一
五
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
申
込
み
＝
二
月
十
四

日(

金)

ま
で
に
、
お
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
※
二
月
末
に
当

選
者
の
方
に
通
知
し
ま
す
▼
問

合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

「
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

す
る
健
康
標
語
」
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま

に
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
泉
南

市
民
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

で
選
考
の
結
果
、
次
の
作
品
に

決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
最
優
秀
作
品
＝
「
げ
ん
き
で

長
生
き
　
薄
味
家
族
」（
小
川
清

お
が
わ
き
よ

子こ

さ
ん
・
岡
田
在
住
）
▼
優
秀

作
品
＝
▽
「
自
分
の
健
康
を
自

分

で

守

る

生

活

習

慣

」

（
安
枝
修

や
す
え
だ
し
ゅ
う

三ぞ
う

さ
ん
・
信
達
牧
野

在
住
）
▽
「
健
康
は
　
ま
ず
足

か
ら
と
万
歩
計
」（
喜
山
真
沙
子

き

や

ま

ま

さ

こ

さ
ん
・
信
達
市
場
在
住
）
▼
問

合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
で
は
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
な
ど
の
循
環
器
病
の
患
者

が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
朝

食
を
食
べ
な
い
。
し
ょ
う
ゆ
、

ソ
ー
ス
を
か
け
る
」
と
い
う
男

性
の
割
合
が
高
く
、
野
菜
を
毎

食
き
ち
ん
と
食
べ
る
人
（
男
女
）

の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）「
健
康
せ
ん
な
ん
２
１
」

で
は
、
循
環
器
病
の
原
因
と
な

る
高
血
圧
、
高
脂
血
症
等
を
予

防
す
る
た
め
、
一
、
朝
食
を
し

っ
か
り
摂
ろ
う
二
、
調
理
は
薄

味
で
三
、
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
彩

り
よ
く
を
合
い
言
葉
に
市
民
の

皆
さ
ん
の
食
生
活
の
改
善
等
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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母
子
手
帳
の
発
行
場
所

が
変
わ
り
ま
す

ア
ト
ピ
ー
教
室
・
相
談

会
を
開
催
し
ま
す

健
康
標
語
の
優
秀
作
品

が
決
ま
り
ま
し
た

（
仮
称
）健
康
せ
ん
な
ん
21

の
策
定
が
進
ん
で
い
ま
す

親
と
子
の
遊
び
の
教
室

ひ
よ
こ
ラ
ン
ド

平成14年12月13日(金)、
あいぴあ泉南において「（仮
称）健康せんなん２１策定の
ための健康づくりフォーラ
ム」が約90人の方々が参加し、
開催されました。
まず、内藤義彦

ないとうよしひこ

さん（大阪
府立健康科学センター健康度
測定部長）による基調講演が
行われ、「２１世紀の健康づ
くり戦略～泉南市への提言
～」をテーマに、「健康で長
生きするためには、生活習慣
を改善することが大切であ
る。しかし、健康問題は個人
の力では改善できず、社会の
力や環境を変えないとできな
いことである。地域で取り組
むことで大きな成果がでる」

と、秋田県における脳卒中対
策の減塩キャンペーンによっ
て、その発病が減少したこと
などの事例をスライドを用い
てご紹介いただきました。さ
らに、松下裕子

まつしたゆうこ

さん（健康運
動指導士）の指導による体操
も行われ、参加者の皆さんも
楽しく身体を動かしていまし
た。
また、今回のシンポジウム

では、「私たちの健康づく
り・まちづくり」と題して、
市内で健康づくりに取り組ん
でいるグループの代表の方々
にも、活動の報告や市民の健
康づくりのために、今後どの
ような取り組みを考えている
か等をお話いただきました。

参加された皆さんからは、
「泉南市には健康づくりのた
めに活動しているサークルが
たくさんあることを知りまし
た」「一人では続けにくいこ
とも、仲間と一緒なら続けら
れるので、仲間づくりが大事
だと思いました」「家に引き
込みがちな人にもっと呼びか
けて欲しい‥」等の感想が寄
せられるなど、たいへん有意
義なシンポジウムとなりまし
た。
保健センターでは、今後も

元気の出るイベントを企画・
実施していきたいと考えてい
ます。
▼問合せ＝保健センター
（(82)７６１５）

泉南市民健康づくりフォーラムが開催されました
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新春恒例となった消防出初式が強風の大阪府南部広域防災拠点（りんくう体育館）で行われ、

消防関係者（各地区消防団、女性消防団、婦人防火クラブ、青少年吹奏楽団、消防職員等）が

勢揃いし、団結の強化と士気の高揚を図りました。

分列入場行進終了後は、開催場所を体育館内へ移し、市長、消防団長らによる表彰や消防功

労者への感謝状の授与などが厳粛な雰囲気の中で行われました。 （１月５日）

市民の安全と安心のために‥
新春恒例・消防出初式

大規模な弥生
やよ い

時代の遺跡で知られる男里遺跡
おのさといせき

近く

にある雄信
おのしん

小学校では、総合学習の一環として遺跡

の発掘調査とため池の役割について理解を深めよう

と、４～６年生（９９人）が、同小学校の近くにあ

る双子上池を訪れ、池の改修工事に伴う発掘調査現

場を見学したり、実際に出土した遺物の洗浄や太古

の塩づくり等を体験学習しました。

参加した児童たちは、文化財担当職員に「これは

何？今から何年前のもの？」等と熱心に質問をして

いました。 （１２月６日）

ちょっぴり考古学者気分？
小学生が発掘調査現場を見学

ケーブルテレビのチャンネ
ル９では、泉州地域４市３町
の地域情報「わくわくりんく
う」を映像と文字番組で放送
しています。但し、視聴する
にはケーブルテレビへの加入
が必要です。また、視聴でき
ない地域がありますのでご了承ください。
▼１回目＝９：00～11：20（泉南市は９：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は14：00～）
▼３回目＝22：00～０：20（泉南市は22：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（０１２０－０８９－３４４）
▼地域情報番組の問合せ＝情報管理課（内線227）

※番組の内容は予定ですので、予告なく変更する場合 
　があります。ご了承ください。 

輝く瞬間 
平成15年 
成人記念祭 

泉南市では今年、女性396人、男性 
414人が成人の日を迎えました。 
新成人自らによる手作りの成人記 
念祭の様子を紹介します。 

２月11日� 
　　～ 
２月24日� 

樽井公民館 
お菓子 
づくり講座 

樽井公民館で開催された 
お菓子づくり（クッキー 
やパウンドケーキ）講座 
の様子を紹介します。 

２月25日� 
　　～ 
３月10日� 

新春を飾る 
消防出初式 

消防団員、女性消防団員、婦人 
防火クラブ員、消防職員ら260人 
による新春恒例の消防出初式の 
様子をご紹介します 

１月28日� 
　　～ 
２月10日� 

と　き 

最
新
鋭
の
高
規
格
救
急
車
を
配
備
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ＡＢＣ委員会・市民の文化推進チーム（主管・泉

南子育てサークルネットワーク）では、子育て中の

親とこどもに楽しいクリスマスのひとときを過ごし

てもらおうと、「ゆかいな音楽会と楽しいクリスマス

会」を開催しました。

会場となった文化ホールは約500人で超満員。ス

キップ楽団による「ゆかいな音楽会」では、会場の

みんなでお歌を歌ったり、大きな風船で遊んだりと

大変な盛り上がりでした。最後は、サンタクロース

さんが登場し、会場のおともだちにお菓子をプレゼ

ント。大喜びのこどもたちはサンタさんと一緒に写

真をとったり、握手したりと大はしゃぎでした。

よい子のみんなには最高のクリスマスになったの

ではないでしょうか。来年もサンタさんが来てくれ

るといいですね。 （１２月２５日）

サンタさん、ありがとう！
ゆかいな音楽会とプレゼント

泉南市では、昨年に引き続いて「環境実践アイデ

ア」を募集したところ、日常生活の中で身近にでき

る実践アイデアや工夫が数多く寄せられ、その表彰

式が市役所で行われました。

個人の部・大賞には、古着のカッターシャツから

エプロンを作ったり、着物をベッドカバーにアレン

ジするなどの衣類のリフォームを紹介した小栗泰子
おぐ り や す こ

さん（新家在住）、優秀作には松坂嘉治
まつさかよしはる

さん（信達市

場在住）、佳作に杉山晶子
すぎやまあきこ

さん（男里在住）、大西善
おおにしよし

捷
かつ

さん（新家在住）。団体の部・大賞には、組織的な

省エネルギーへの取り組みを紹介した南大阪湾岸南

部下水道組合（りんくう南浜）がそれぞれ選ばれま

した。 （１２月２０日）

小さなことからコツコツと‥
泉南市環境実践アイデア大賞

チ
ェ
ッ
ク

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
平

成
七
年
よ
り
運
用
し
て
き
ま
し

た
高
規
格
救
急
車
の
老
朽
化
に

伴
い
、
い
っ
そ
う
複
雑
多
様
化

す
る
救
急
出
動
に
対
応
す
る
た

め
、
最
新
鋭
の
高
規
格
救
急
車

を
購
入
、
昨
年
十
二
月
二
十
日

に
配
備
を
完
了
し
ま
し
た
。

近
年
、
救
急
出
動
件
数
は
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
よ
り
優

れ
た
設
備
と
高
度
な
救
命
救
急

処
置
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
泉
南
市
で
は
現
在
、
十

人
の
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有

す
る
救
急
隊
員
が
、
高
規
格
救

急
車
に
乗
車
し
、
活
躍
し
て
い

ま
す
。
今
回
配
備
さ
れ
た
救
急

車
は
、
現
場
で
救
急
処
置
に
従

事
す
る
隊
員
の
要
望
が
反
映
さ

れ
、
た
い
へ
ん
充
実
し
た
装
備

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
環
境
汚
染
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
社
会
情
勢
を
ふ

ま
え
、
排
出
ガ
ス
規
制
を
マ
イ

ナ
ス
五
〇
％
の
水
準

で
ク
リ
ア
す
る
、
環

境
に
や
さ
し
い
エ
ン

ジ
ン
を
搭
載
し
て
い

る
モ
デ
ル
を
採
用
し

ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
救
急

車
は
、
本
署
の
救
急

第
一
号
車
と
し
て
配

備
さ
れ
、
救
急
現
場

の
第
一
線
で
市
民
の

皆
さ
ま
の
た
め
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市

消
防
本
部
（
(85)
０
１

１
９
）



シリーズ：「ふるさと歴史紀行」
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今月は、男里地区の男神社にある

「ホルトノキ」をご紹介しましょう。

ホルトノキは、南関東沿岸部から南

の本州から台湾・中国南部・インドシ

ナ半島にわたって広く分布する暖地性

常緑広葉樹です。いつも常緑のなかに

紅葉した古い葉が混じっているので、

他の樹木と区別がしやすく、そのこと

がこの木の特徴のひとつであるといえ

るでしょう。また、沖縄などでは古来

から幸福をもたらす木として大切にさ

れています。

ホルトノキとはとても変わった名前

だと思いませんか？この名前の由来に

はいろいろな説があるのですが、その

ひとつをご紹介しましょう。

ホルトノキはもともと「ポルトガル

の木」の意味でオリーブのことでした。

「エレキテル」（電気をおこす機械）で

有名な江戸時代の学者・平賀源内が、

実の形が似ていることからこの木をオ

リーブと勘違いし、それ以来、ホルト

ノキと呼ばれるようになったそうで

す。

男神社の「ホルトノキ」は樹齢こそ

不明ですが、幹まわりが約２メートル、

高さが１５メートル近くもある立派な

大木です。近くにある雄信小学校の生

徒たちから元気をもらっているかのよ

うに樹勢も盛んで、広い範囲に枝を張

っています。このホルトノキは今まで

も、そしてこれからも多くの生徒たち

を見守ってゆくことでしょう。

ホルトノキ
～泉南のみどり・２～
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